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「
月
山
」
は
、
生
涯
の
大
半
を
放
浪
の

う
ち
に
過
ご
し
た
私
の
、
よ
う
や
く
に

し
て
到
達
し
た
山
で
あ
り
、
そ
こ
で
体

得
し
た
死
生
観
を
書
き
し
る
し
た
も
の

で
す
。こ

の
た
び
こ
れ
が
見
事
に
映
画
化
さ

す
く

れ
、
選
っ
て
世
界
の
名
画
を
上
映
す
る

エ
キ
。
フ
・
ド
・
シ
ネ
マ
で
公
開
さ
れ
る
。

こ
れ
に
ま
さ
る
喜
ぴ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
林
敦

こ
の
た
び
エ
キ
プ
・
ド
・
シ
ネ
マ
は
、

商
業
主
義
を
は
な
れ
た
私
ど
も
の
運
動

を
よ
く
ご
存
知
の
諸
先
生
が
た
か
ら
の

強
い
ご
推
挙
に
よ
り
、
「
月
山
」
を
み

な
さ
ま
に
ご
紹
介
す
る
運
ぴ
と
な
り
ま

!
ν
h
~
。

こ
れ
ま
で
二
、
三
の
作
品
を
の
ぞ
い

て
は
、
エ
キ
プ
は
す
べ
て
外
国
の
名
画

を
上
映
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
日
本

映
画
を
上
映
し
、
日
本
の
映
画
作
家
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
の
は
、
私
ど

も
の
か
ね
て
か
ら
の
願
い
で
も
あ
り
ま

1
)
れ
~
。

ど
う
ぞ
み
な
さ
ま
の
暖
い
ご
支
援
に

よ
り
、
こ
の
き
わ
め
て
純
粋
な
作
品
が

岩
波
ホ

l

ル
で
成
功
し
、
よ
り
広
く
各

地
で
上
映
さ
れ
て
ま
い
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

エ
キ
フ
・
ド
・
シ
ネ
マ

川
喜
多
か
し
こ

高
野
悦

-
人
の
生
の
な
ん
で
あ
る
か
を
教
え
ら

れ
る
思
い
が
し
た
。
風
景
に
は
懐
し
い

に
お
い
が
満
ち
て
い
る
。永

井
道
雄
(
元
文
部
大
臣
)

-
い
ま
、
日
本
の
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
映
画
を

見
る
限
り
、
信
仰
に
も
、
風
景
に
も
そ

れ
は
脈
々
と
し
て
生
き
て
い
る
。
い
つ

わ
ら
ざ
る
私
の
実
感
で
す
。ド

ナ
ル
ド
・
キ
!
ン

(
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
・
日
本
文
学
)

-
苛
烈
な
厳
冬
山
中
の
雪
の
な
か
で
、

生
死
の
一
大
事
に
命
を
賭
け
る
因
。
い
の

放
浪
の
一
青
年
の
体
験
を
描
い
て
い
る
。

ふ
ん
だ
ん
に
出
る
遠
近
の
雪
景
が
美
し

い
。
そ
れ
と
来
世
信
仰
の
今
も
生
き
て

い
る
土
俗
の
念
仏
講
の
後
の
、
村
の
老

若
男
女
の
騒
宴
と
が
、
い
か
に
も
日
本

の
映
画
ら
し
い
好
対
照
を
な
す
。
ど
こ

か
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
不
思
議
な
感
動
を

喚
ぶ
。
い
い
映
画
だ
。

谷
川
徹
一
二
(
哲
学
者
)

-
日
本
人
の
土
俗
と
迷
宮
の
地
底
か
ら

遠
い
祖
先
の
霊
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
引

き
込
ま
れ
る
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
懐

し
く
て
忘
れ
ら
れ
な
い
作
品
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
し
、
今
後
も
で
き

な
い
映
画
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
崎
利
(
映
画
評
論
家
)

-
ま
れ
に
見
る
形
而
上
的
な
、
探
求
精

神
に
あ
ふ
れ
た
秀
作
で
あ
る
。

佐
藤
忠
男
(
映
画
評
論
家
)

-
こ
ん
な
に
じ
っ
く
り
題
材
を
み
つ
め

て
、
画
面
か
ら
精
神
的
な
強
さ
の
出
て

い
る
日
本
映
画
は
ち
ょ
っ
と
な
い
と
思

い
ま
す
。
た
い
へ
ん
立
派
な
作
品
で
す
。

飯
島
正
(
映
画
評
論
家
)

解

説

-
監
督
の
村
野
銭
太
郎
は
一
九
五
三
年
、

早
稲
田
大
学
を
卒
業
、
大
映
に
入
社
し
、

衣
笠
貞
之
助
、
溝
口
健
二
、
小
津
安
二

郎
等
の
巨
匠
の
助
監
督
を
つ
と
め
、
一
九

六
O
年
「
青
い
翼
」
で
監
督
と
し
て
デ
ビ

ュ
ー
し
た
。
第
二
作
の
「
雪
の
降
る
街

に
」
(
一
九
六
二
)
で
、
そ
の
み
ず
み
ず

し
い
演
出
が
注
目
さ
れ
、
以
後
「
視
界

ゼ
ロ
の
脱
出
」
(
一
九
六
三
)
、
「
ご
ん
た

く
れ
」
(
一
九
六
六
)
、
「
閣
を
裂
く
一
発
」

(
一
九
六
八
)
、
「
富
士
山
項
」
(
一
九
七

O
)
な
ど
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
男
性
的
な

作
品
が
続
く
。
こ
の
後
大
映
を
退
社
し
、

裁
プ
ロ
を
主
宰
す
る
が
、
織
プ
ロ
第
一

作
の

A
T
G

と
の
提
携
作
品
「
鬼
の
詩
」

(
一
九
七
五
)
で
は
、
関
西
の
一
落
語
家

の
芸
に
打
ち
込
む
奇
異
な
生
涯
を
描
き
、

凝
縮
さ
れ
た
人
聞
の
内
奥
の
映
像
化
に

成
功
し
た
。

-
芥
川
賞
受
賞
作
品
の
中
で
も
特
異
な

地
位
を
占
め
る
「
月
山
」
は
、
発
表
当

時
よ
り
今
日
ま
で
、
変
ら
ぬ
感
動
を
若

者
た
ち
に
与
え
続
け
て
い
る
が
、
村
野

監
督
は
こ
の
原
作
に
真
正
面
か
ら
取
組

み
、
画
面
か
ら
に
じ
み
出
る
そ
の
真
撃

な
製
作
態
度
が
、
映
画
界
の
み
な
ら
ず
、

各
界
の
識
者
た
ち
か
ら
好
評
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
。

l
i
-
-

無
と
か
空
の
世

界
に
魅
か
れ
大
学
を
中
退
し
初
復
の
旅

に
出
た
主
人
公
の
青
年
は
、
ダ
ム
の
工

事
現
場
を
転
々
と
し
、
暫
し
の
休
息
を

求
め
て
月
山
山
麓
の
寺
へ
辿
り
つ
い
た
。

す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
部
落
と

寺
の
中
で
、
や
が
て
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、

雪
に
埋
も
れ
な
が
ら
、
心
の
平
和
を
見

出
そ
う
と
冥
想
生
活
を
続
け
、
生
き
る

こ
と
の
意
味
を
見
つ
め
る

l
a
l
-
-

-
村
野
監
督
は
こ
の
「
月
山
」
の
映
画
化

に
あ
た
り
、
二
年
余
の
製
作
準
備
を
経

て
、
五
十
二
年
十
月
に
ス
タ
ッ
フ
と
も

し
め
か
け

ど
も
七
五
三
掛
に
こ
も
っ
て
、
厳
寒
の

月
山
山
麓
で
撮
影
を
敢
行
し
、
さ
ら
に

国
内
数
ヶ
所
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
の
ち
、

五
十
三
年
十
月
に
映
画
「
月
山
」
を
完

成
さ
せ
た
。
商
業
主
義
、
大
作
主
義
が

先
行
す
る
昨
今
、
映
画
製
作
の
原
点
と

も
い
え
る
手
づ
〈
り
の
「
月
山
」
は
、

現
在
の
日
本
映
画
界
に
多
く
の
問
題
を

提
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

-
出
演
は
河
原
崎
次
郎
、
滝
田
裕
介
、

友
里
千
賀
子
を
は
じ
め
と
す
る
俳
優
座

の
メ
ン
バ
ー
。
脚
本
は
新
進
シ
ナ
リ
オ

ラ
イ
タ
ー
の
高
山
由
紀
子
、
音
楽
は
尾

高
賞
受
賞
者
で
、
東
洋
音
楽
に
造
詣
の

ふ
か
い
松
村
禎
三
が
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
即
身
成
仏
の
信
仰
を
示
す
ミ
イ
ラ

の
製
作
に
は
形
成
外
科
の
権
威
で
あ
る

秋
山
太
一
郎
氏
が
あ
た
り
、
タ
イ
ト
ル

写
真
に
は
石
元
泰
博
氏
の
撮
影
に
よ
る

一
九
七
八
年
度
文
部
大
臣
賞
受
賞
の
受

茶
羅
図
が
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
題
字

の
「
月
山
」
は
日
本
芸
術
院
会
員
、
高

山
辰
雄
氏
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

(
上
映
時
間
・
一
時
間
四
十
三
分
)

.地下鉄(都営三回線)神保町駅・下車1分

国電(中央線)水道橋駅またはお茶の水駅・下車7分

.神保町交差点

年記念エキフ・ド・シネマ 5

ショー
ト
・
ふり


